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　一般に所謂硬質米は乾燥良好で水分含量が少く，貯蔵性も軟質米に比し大であるといわれている
が，硬質米地帯に於ても早生種は台風の被害をさけ，或は生産力の劣る田の生産向上のために八月
下旬迄に収穫するので兎角品質上に難点があるといわれている．高知県の早場米品種も此の例にも
れず栽培期間の関係，刈取時の高温多湿等の為所謂胴割れが多く又収納後貯蔵中変質が起り食味の
低下か著しく飯米として欠点か多い．之は所謂米質が中，晩生種と異ってい,ると思われるので此の
点を明確にすることは品質の改良の参考資料にも成り得ると考えられる..
　藤坂五号を中心に熟期を異にする代表品種を選択し灰分の内容，溶出化学成分を観察したので其
の結果を報告する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
実｀験　の　部
　1.試験材料　供試品種は奨励品種の中より早生種として藤坂五号，ポウネンワセ，中生種とし
て芸林二二号，サチワタら晩生種として相川を選択した．尚特に藤坂五号については青森県産の
ものを加えた．栽培は高知県立農事試験場に於て行われたもので，耕種条件及肥培管理は第一表の
通りである．
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2.　一般成分一般食品分析法に従って玄米の成分分析を行った．
第二表　一 般 成 分
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　　　　　　　　　　　　　(i;.c2)此の分析値は従来の発表 　と略同一値を示し品種間，裁埓期間の成分差は余り認められない.
　3.　無機成分　灰分（灰化温慶500°Ｃ～550°Ｃ）の分光定性分析結果を第三表に示す．分析は島
津製作所山口技師に測定して戴いたが発光条件は次の通りである．
　　発光条件（脈流孤光放電）
電圧電流:Ac 2;20V TAMP.
一次電圧　:　40Ｖ
L.C　　：
極　　間　：
使用機械：
OmH, 0.0033μＦ，
2 mm
スリットの開き
スリットの高さ
露　光　時　間
Shimazu Spectrograph ＱＦ･60 Type
　　　　　第三表　分光定性
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　　　　備考：旧主体元素(非卯こ多い)．聞主体元素(多い)．曇不純物(非詔こ多い)．
　　　　　　　　廿不純物(多い)．十不純物(スペクトル線が鮮1弗こ現われている)．‘中間の値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3),(1)米は無機成分乏しく玄米では1.5％白米では0.7％内外にすぎない．其の内容 については
P, K, Na, Mg, Caが大部を占めその他Mn, Si, Fe, Cu, Zn, Al, Sr, Pb, Ni, Mo, Ti,
　　　　　　　　　　　　　　　　(5),6Sn, Ag, Cu, Fe, Ｂａの存在 　が報告されている．著者の川いた資料については第三表の記載
の元素の存在が見られた．不純物の多い順に見れば農林二二号，相川，藤坂五号(青森県産)，サ
チワタリ其の他であるか品種相互間に特に顕著な差は見られなかった．然しPbだけは品種間に割
　　　　　　　　　　　　　　　　　k7)　　'.舎差のある様に思われる．尚久保 はＺｎの意義について強調されているが此の条件では検出され
なかった.Ｚｎは分光分析法では検出感慶が低い元素で0.001％以下では此の発光条件で検出不可
能であるから或いは0.001％以下であったかも知れない．Ａｓは灰化温慶が500°Ｃ以上なので存否
　　　　　　　　　　　　　　(5)　　　　　　　゛は判定出来なかった．後藤 はNi, Sr, Mo, Agの存在を報告されているか本試科には見出され
ずＣｄは従来の発表にはないが本分析でははっきり確認されている．
　　　　　　　　　　　米に関する研究（第１報)　　　(岡崎)　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　4．精白米より溶出するァi１ノ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　精白直後の試料１OＯｇを四五回軽く洗い，之に３倍景の蒸留水を加え約３ｏ分間６5～75°Ｃに保持
第　四　表　　Circular Paper chromatography に依る遊篇アミノ酸の検索 Ｊ１ ゛
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）　(10)　（）Ｄ実験結果は第四表の如くである．白米中より溶出するア£ノ酸については近藤，.岩本，馬場
　　(12)　　【】3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’倉沢　，原沢　が報告しているか，本法で明確にならないGlutamin, Asparagineを除いては
ＡりarLic acid, Glutamic acid, Alan inが量的に多い傾向にあり此の点近藤，原沢の報告と一致
している. Threonine, Phenylalanでｎｅは品種に依り些少異なるが溶出遊離ア£ノ酸は表示の通り
17種存在している．尚青森県産藤坂五号はValine, Phenylalanine> Leucineに欠け高知県産の
もの又他品種とも異なっている魯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　：
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　5.精白米より溶出する柏　　　　犬
　試料の調製は粉砕した白米をSoxhlet抽出器に入れ60 % ethyl alcohol 75 ml を用い抽出し，
次に硫酸亜鉛にて除蛋白し後減圧濃縮し一定量となし試料に机した．クロートグフム作成の方法は
　(14)　　　　’　　　　　　　‘・倉沢　にならった.が第一展開剤BuOH ：まＯＨ :Ｈ２０(4-1-1.2)に依り３回上昇を繰返し後,一
回第二展開剤BuOH ：MeOH ：･HjO (4―1や1.5)にて上昇させ分離した．発色剤は1 % anilin-
hydrochloride　methanol　を噴霧し加熱して発色せしめた．結果は第五表に示す通りであって，
Ｓ４ｃ印se,Glucose, Fructose,十RafFinoseでありその他不明のSpotは見えなかった．大休何れの
品種も庶糖が多く，その傾向は原沢－と同じであったがRaffinoseは農林22号だけに僅かであるが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ib)確認された．尚クロー・トダフムはGiri and Rao　の方法も行ったが同一結果が得られた．・･‘
第’五　表　I’Paqer chromatography に依る糖
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　　　　　　　　　　　　　　I，　　　　要　　　　　　約
　(1卜貯蔵すると品質劣化か甚だ‥しく食味が低下するといわれる高知県産早生種の藤坂五号,の一般
成分，灰分の内容，遊離アミノ酸及糖を他g)品種と比較し，その理化学的性質を明らかにせんとし
た.
　(2)一般成分において特に差は顕著でないか灰分の内容に於ても藤坂五号は特に差を認めなかっ
た.　　　　　　　｀
　(3)遊離アミ.ノ酸に於ても余り差かないか青森県産同種のものとは異り，同種はMethionine,
　　　　　　　　　　i　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　IValine, Phenylalanine, Leucinesに欠けている．尚存在するアミノ酸は17種である．
　㈲･逝離楠に於て藤坂５号に特異性はないが農林22号だけにRaffinoseが確認された．
　終りに臨み御助言を頂いた北海道大学中村教授，分光分析を煩はした島津製作所山口昇氏，試料
を提供して戴いた高知県立農事試験場川村，野島両氏に厚く感謝の意を表する．叉実験にあたって
熱心な助力に対し谷相俊彦，田村和夫両君に深謝する．
???????????
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Summary
５
　It　is generaley said t±iat t±ieearly rice　Fujizaka･５ ｇ０，grows worse in qualities and
remarkably in its taste after preservation. Then author studied the physical and chemical
qualities of it and compared them with others. In consequence of those the author could
not find tili peculiality　in analysis of general　components, ashes, free amino acids and
free sugars But Fujisaka-5･go produced in Aomori prefecture, had some deferences in the
components of its amino acids and only Norin-22-go had raffinose.
(昭和33年９月29日受理)

